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負荷試験,他の下垂体ホルモソ低下からは下垂体機能低

下症の合併が考えられた.

51Germinomaiこよる尿崩症に糖尿病 を合併

した若年女性の 1例
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症例 :24歳女性.86年 G(M･minomaにて放射線療法

を受けた後,汎下垂体槻能低 卜症,渇中椙障害を生し＼

高 Na血症を繰 り返 していた.91年急激精良血糖 (893

L'')治療のため.入院 した.入院時 HbAIc9.80占,Na162)

mEq､). 入院後 i11Sulin療法にて高血糖を是正し,続

いて高 Na血症の是i-'Eに努めじ 尿中 C-peptideは入

院時 L3.OILg::1].血糖 こIント[- ′し改善後 39.5ILg:口,

さ上､･'に高 Na血症(,')是正によi)108.2.〃gRと改善が

認められ.最終的i･こは食事噸法のふて血糖は正常化した.

考案 :高 Na血症L')上昇は短期的i二は insuljn分泌

刺激iこ働 くとされるが,本症例では慢性的な高 NL,l血

症に(･ト ,てi3W胞機能の疲弊をきたした可能性が考え上̀'

わた.

6146X.Xq~.を認めた Nll)DM (り1女児例
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今回我 々は学校検尿を契機に N11)I)M と診断され

染色体検度にて L16.X,dell(Ⅹ)ILX;51(q13.3:

q22.3)を認め,精神発達遅滞.低身長を合併 した 1女一

児例を経験 した.家族歴は.そくカミ境界型糖尿病.祖母が Nl-

Ⅰ)DM, 入院時15才91)札 身長 lL4･･1.5cm.し-2.51SI)上

体董 44.7kg(+2.500),骨年齢12歳7-hFl.性成熟

度は pubichair.brcLaStともに Tanner1度だった.

なか一〕た.腹部Ir-ニトー所見では軽度脂肪肝,子宮LT)高度

黍綿が認められた.検査上,原発性性腺機能不全パタ…

ンをふとめたが E2は思春期 しベJLにあり.現在月経

の発乗はないものの,乳房の肥大,恥毛の出現を来た し

ている.

7)閉経後婦人 に対す るホルモ ソ補充療法によ

る LP (a)〔')変化
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症例は3-,1才(-'うワ押上父が58才で心筋梗塞で死亡,母が
高脂血症.検診でTC1)31)mgdl.1℃ 48mgdl,HI~)Lil
16L･imgdlL,t二高二IL･-i/･-IlT--′し血症を指摘 さj㍗受診.
自覚症状なし書多慶のアルコ-ル摂取なし.アキレス厳
肥厚在し.ーT,'ボ蛋白 (mh..(ll);A1247､AII遡,B51.CII

8.9,CTI129.8.E15.8.超遠心法 Lmgdl):～:'lノDLiT
i).Ll)lノCL'=>4.日【)L2-C175.日1)LH二13.a印1AI.ClfI.

SS('Ⅰ)法による (llITl)遺伝子解析により, (>･いコン

とが判明した.母は岡変異のヘテロ型であった.

射 ∴適性低 Na 血症 を繰 り返 した Rnthk(1

襲胞の1例
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【はしこめに】1ミathke兼胞は多くは無症状であるが.

時をこ下垂体前葉機能低下や尿崩症などの内分泌症状を来

すこ上があ;).通常不rり▲逆性である.今回我 々は .一過性

の低 Na血症を繰 り返 し.副腎麗質繊維不全によると

思わJ.tた症例を経験 したL')で報吾する.【症例】70歳女

性..9二i.lO感冒様症状とともに全身倦怠.食欲低下あり.

白眼健生病院受診 し低 Na血症 し122mEqL)を指摘

され 加療を受けた.その後3回同様の症状が出現 した.

楕在(~7)結果二次性副腎吃驚機能不全として9.12.当村

紹介.血清Fは2.5.17OH(二S はO.4と低値L')他 Plそし

が若干高値である以外甲状腺機能は正常.ACT11負荷

試験でFは反応 し,SLTtestでは低反応上判断さナ1た.

CT 上鞍内に CE (11の低吸収域が.MRlでは鞍内


